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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

伊東市まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

静岡県伊東市 

 

３ 地域再生計画の区域 

静岡県伊東市の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

本市の人口は、2015 年で 68,345 人（2015年国勢調査）まで落ち込んでおり、国

立社会保障人口問題研究所によると、2060 年には総人口が 29,185 人まで落ち込む

見込みである。人口の状況について、2019 年は、社会増は 94 人となり、前年の 75

人より増加しているものの、出生数が 270 人、死亡数は 1,092 人となり、自然減が

822人となっていることから、引き続き人口減少が続いている。 

人口減少により、労働力の減少及び供給力の低下につながるとともに、消費者の

減少や市場の縮小が生じることから、本市の基幹産業である観光業を中心に地域経

済の縮小を呼び、さらに地域経済の縮小が人口減少を加速させる負のスパイラルに

陥ることが懸念される。また、少子高齢化により、若者 1 人が支える高齢者数が大

幅に増加するなど、現行の社会保障制度の維持が困難な状況となりつつあるととも

に、人口減少により、地域の伝統的な行事やイベントの維持が困難となるなど、地

域の活力を低下させる様々な問題を引き起こしている。 

これらの課題に対応するため、次の事項を基本目標に掲げ、65歳までを対象とし

た積極的な移住定住促進を図ることにより、住んでいたいと思う環境づくりを目指

すとともに、本市の将来を担う子どもを安心して産み育てることのできる環境づく

りを目指す。 

・基本目標１ 安全・安心なくらしを守る 

・基本目標２ 安定した雇用を創出する 
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・基本目標３ 新しいひとの流れをつくる 

・基本目標４ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

・基本目標５ 時代に合った地域をつくり、地域と地域を連携する 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（2025年度） 

達成に寄与する地方版総

合戦略の基本目標 

第１期 

（2020年度

まで） 

第２期 

（2021年度

以降） 

ア 
発災時の人的被

害者数 
6人 0人 ― 基本目標１ 

イ 有効求人倍率 1.55倍 1.00倍以上 基本目標１ 基本目標２ 

ウ 社会増減数 105人 200人 
基本目標２ 基本目標３ 

ウ 年間来遊客数 656万人 730万人 

エ 合計特殊出生率 1.34 1.36 
基本目標３ 基本目標４ 

エ 待機児童数 37人 0人 

オ 健康寿命 
（男性）17.45年

（女性）20.50年 

（男性）18.65年

（女性）21.19年 
基本目標４ 基本目標５ 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

伊東市まち・ひと・しごと創生推進事業 
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ア 安全・安心なくらしを守る事業 

イ 安定した雇用を創出する事業 

ウ 新しいひとの流れをつくる事業 

エ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる事業 

オ 時代に合った地域をつくり、地域と地域を連携する事業 

② 事業の内容 

 ア 安全・安心なくらしを守る事業 

   地震・津波、風水害、火山等の自然災害等への的確な対応を図るため、

危機管理体制を充実させるとともに、水道・下水道等の既存インフラの長

寿命化・耐震化を進める等、安全・安心なくらしを守る事業。 

イ 安定した雇用を創出する事業 

  農林水産業の経営の効率化や高付加価値化、ブランド化を進めるため、

技術や経営能力の向上及び後継者の育成や新規参入者の支援に取り組むと

ともに、良好な自然環境を生かした企業誘致や介護資格者の育成に努める

等、安定した雇用を創出する事業。 

ウ 新しいひとの流れをつくる事業 

  移住定住に関する情報発信の強化や相談体制の充実に努めるとともに、

転入増加を図るため、誰もが暮らしやすい魅力ある環境づくりを総合的に

進める。また、外国人観光客の誘客や本市の魅力の戦略的な発信などを進

めるとともに、市内消費につながる周遊・滞在型観光を推進することによ

り交流人口の拡大につなげていく等、新しいひとの流れをつくる事業。 

エ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる事業 

  子育て中の孤立感や負担感を軽減するため、妊娠・出産・子育ての各段     

階に応じた切れ目ない支援体制を構築する。また、ひとり親家庭等の生活

安定と自立促進を図るため、相談支援窓口を設置するとともに、経済的支

援及び求職活動支援を実施する。さらに、保育園、幼稚園、小中学校、児

童館、ファミリー・サポート・センター等におけるサービスの充実や子育

てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実を図る等、

結婚・出産・子育ての希望をかなえる事業。 

オ 時代に合った地域をつくり、地域と地域を連携する事業 
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  健康寿命の延伸を図り、健康で長生きできるまちづくりを進める。また、    

生涯学習・スポーツ・歴史・芸術文化の振興により、郷土への愛着と共生

による豊かな心の育成につなげる等、時代に合った地域をつくり、地域と

地域を連携する事業。 

※なお、詳細は第２期伊東市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦

略のとおり。 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の数値目標に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

1,800,000千円（2020年度～2025年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度８月に外部有識者による効果検証を行い、今後の取組の参考として

いる。検証後、速やかに伊東市公式ＷＥＢサイト上で公表する。 

⑥ 事業実施期間 

2020年４月１日から 2026年３月 31日まで 

 

６ 計画期間 

2020年４月１日から 2026年３月 31日まで 


